
医学系OSCEの評価者
についての基本データ

医道審議会 医師分科会 参考資料
３-１令和元年９月２７日

医療系大学間共用試験実施評価機構
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臨床実習前OSCE 臨床実習後OSCE

受験時期 臨床実習開始前（主に４年生） 臨床実習終了後（６年生）

課題内容 医療面接と身体各部の診察
ある症候をもつ患者への医療面接、
身体診察、指導医への報告を１室内
で実施

総括評価 臨床実習開始の可否 卒業及び臨床研修開始の可否
（卒業判定の資料）

課題数 ６課題（医療面接10分、その他５
分）必須

機構課題３課題（１課題16分）+ 大学
独自課題（１～３課題）

評価者 自大学教員 + 他大学教員
自大学教員（医師） + 他大学教員（医
師） + 臨床研修指定病院の指導医

動画記録 必須ではない 必須（２方向以上を推奨）

臨床実習前のOSCEと
臨床実習後のOSCEの違い
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全評価者が評価した概略評価の分布
の年次推移（Pre-CC OSCE）

年度表記の下に示す １：○．○ ２：○．○

は概略評価の段階１（明らかに不合格）、段
階２（不合格だが改善可能）の割合（％）を
示しています。
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ステーション評価での外部・内部，
認定・非認定評価者の違いの例
（Pre-CC OSCE）
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５名以上評価した評価者ペアの級内
相関の年次推移（Pre-CC OSCE）

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

級
内
相
関
平
均
値

医療面接 頭頸部 胸部

全身・バイタル 腹部 神経

基本的臨床手技 救急 四肢と脊柱

注 級内相関は、ある試験の評価者間または評価者内の信頼性の指標として、よく用いられるものです。
この数値が1に近いほど信頼性が高いことを示します。いくつかの判定基準が存在するが、その中の1例を示す。
0.0 ～0.2 slight（わずかな）

0.21～0.40 fair（そこそこ）
0.41～0.60 moderate（中程度）
0.61～0.80 substantial(相当程度）
0.81～1.00 almost perfect（ほぼ完全）
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